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  運用報告書（全体版） 

優先証券プラス・オープン  
為替ヘッジありコース（毎月決算型） 

 

 
 

第50期（決算日：2019年１月15日） 

第51期（決算日：2019年２月13日） 

第52期（決算日：2019年３月13日） 

第53期（決算日：2019年４月15日） 

第54期（決算日：2019年５月13日） 

第55期（決算日：2019年６月13日） 
 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「優先証券プラス・オープン 為

替ヘッジありコース（毎月決算型）」は、去る６月13

日に第55期の決算を行いましたので、法令に基づい

て第50期～第55期の運用状況をまとめてご報告申し

上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／内外／資産複合 

信託期間 2019年９月13日まで（2014年10月３日設定） 

運用方針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、高水準
のインカムゲインの確保と信託財産の成長を
目指して運用を行います。 

主要運用対象 

優 先 証 券 
プ ラ ス ・ 
オ ー プ ン 
為替ヘッジあり 
コ ー ス 
（毎月決算型） 

プリファード・セキュリティー
ズ・ファンド ＪＰＹクラス受益
証券およびマネー・プール マ
ザーファンド受益証券 

プリファード・ 
セ キ ュ リ 
テ ィ ー ズ ・ 
フ ァ ン ド 
ＪＰＹクラス 

米ドル建の優先株、優先リート、
CoCos 

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運用方法 

・米ドル建の優先株、優先リート、CoCosを実
質的な主要投資対象とします。 

・ボトムアップ・アプローチとトップダウン・
アプローチの融合により、ポートフォリオ
を構築します。 

・保有する米ドル建資産について、原則とし
て対円で為替ヘッジを行い、為替変動リス
クの低減をはかります。 

主な組入制限 
投資信託証券（上記の受益証券をいいます。）
への投資割合には、制限を設けません。 

分配方針 

毎月13日（休業日の場合は翌営業日）に決算
を行い、収益分配方針に基づいて分配を行い
ます。分配対象額の範囲は、経費控除後の配
当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の
全額とします。基準価額水準、市況動向、残存
信託期間等を勘案して、分配金額を決定しま
す。（ただし、分配対象収益が少額の場合には
分配を行わない場合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

26期(2017年１月13日) 10,026 25 1.5 － － 98.0 154 

27期(2017年２月13日) 10,097 25 1.0 － － 98.0 148 

28期(2017年３月13日) 10,103 25 0.3 － － 98.0 145 

29期(2017年４月13日) 10,225 25 1.5 － － 98.0 147 

30期(2017年５月15日) 10,374 25 1.7 － － 98.0 149 

31期(2017年６月13日) 10,358 25 0.1 － － 98.0 148 

32期(2017年７月13日) 10,431 25 0.9 － － 98.0 141 

33期(2017年８月14日) 10,444 25 0.4 － － 98.0 141 

34期(2017年９月13日) 10,492 25 0.7 － － 98.0 142 

35期(2017年10月13日) 10,483 25 0.2 － － 98.0 132 

36期(2017年11月13日) 10,478 25 0.2 － － 95.0 132 

37期(2017年12月13日) 10,470 25 0.2 － － 95.3 132 

38期(2018年１月15日) 10,438 25 △0.1 － － 95.7 131 

39期(2018年２月13日) 10,138 25 △2.6 － － 98.5 121 

40期(2018年３月13日) 10,187 25 0.7 － － 99.7 111 

41期(2018年４月13日) 10,078 25 △0.8 － － 98.8 110 

42期(2018年５月14日) 9,991 25 △0.6 － － 99.1 109 

43期(2018年６月13日) 9,897 25 △0.7 － － 98.7 107 

44期(2018年７月13日) 9,912 25 0.4 － － 99.1 107 

45期(2018年８月13日) 9,903 25 0.2 － － 99.5 107 

46期(2018年９月13日) 9,891 25 0.1 － － 98.4 107 

47期(2018年10月15日) 9,651 25 △2.2 － － 98.8 104 

48期(2018年11月13日) 9,621 25 △0.1 － － 99.1 104 

49期(2018年12月13日) 9,327 25 △2.8 － － 99.4 101 

50期(2019年１月15日) 9,483 25 1.9 － － 98.5 103 
51期(2019年２月13日) 9,610 25 1.6 － － 98.8 104 

52期(2019年３月13日) 9,722 25 1.4 － － 99.2 105 

53期(2019年４月15日) 9,810 25 1.2 － － 99.6 106 

54期(2019年５月13日) 9,788 25 0.0 － － 98.4 106 

55期(2019年６月13日) 9,848 25 0.9 － － 98.8 97 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第50期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2018年12月13日 9,327 － － － 99.4 

12月末 9,233 △1.0 － － 99.5 

(期  末)      

2019年１月15日 9,508 1.9 － － 98.5 

第51期 

(期  首)      

2019年１月15日 9,483 － － － 98.5 

１月末 9,599 1.2 － － 98.5 

(期  末)      

2019年２月13日 9,635 1.6 － － 98.8 

第52期 

(期  首)      

2019年２月13日 9,610 － － － 98.8 

２月末 9,718 1.1 － － 98.9 

(期  末)      

2019年３月13日 9,747 1.4 － － 99.2 

第53期 

(期  首)      

2019年３月13日 9,722 － － － 99.2 

３月末 9,744 0.2 － － 99.3 

(期  末)      

2019年４月15日 9,835 1.2 － － 99.6 

第54期 

(期  首)      

2019年４月15日 9,810 － － － 99.6 

４月末 9,811 0.0 － － 99.6 

(期  末)      

2019年５月13日 9,813 0.0 － － 98.4 

第55期 

(期  首)      

2019年５月13日 9,788 － － － 98.4 

５月末 9,768 △0.2 － － 98.5 

(期  末)      

2019年６月13日 9,873 0.9 － － 98.8 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
   

 

 



1

優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型）

運用経過
第50期～第55期：2018年12月14日～2019年６月13日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
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分配金再投資基準価額：左目盛

基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

第 50 期 首 9,327円
第 55 期 末 9,848円
既払分配金 150円
騰 落 率 7.2％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型）
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優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型）

基準価額は当作成期首に比べ7.2％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

優先証券市況が上昇した他、優先株、優先リートからの分配金、
ＣｏＣｏｓからの利息収入の積み上げ等が、基準価額の上昇要因
となりました。

上昇要因

優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型）
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5

優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型）

第50期～第55期：2018年12月14日～2019年６月13日

投資環境について

優先証券市況
当作成期首と比べると、優先株、ＣｏＣ
ｏｓ、優先リートともに上昇しました。
米国の長期金利は、米連邦準備制度理事
会（ＦＲＢ）議長の利上げに対する慎重
な発言や、米中貿易摩擦や英国の欧州連
合（ＥＵ）離脱を巡る不透明感の継続等
を背景に低下しました。
ドイツの長期金利は、ユーロ圏経済の減
速懸念や、英国のＥＵ離脱を巡る不透明
感の継続等を背景に投資家のリスク回避
姿勢が高まったこと等を受けて、低下し
ました。
このような環境下、配当・利子収入を享
受したことや米国やドイツの長期金利が
低下したこと等がプラスとなり、優先株、
ＣｏＣｏｓ、優先リートともに上昇しま
した。

国内短期金融市場
＜無担保コール翌日物金利の推移＞
日銀による金融緩和政策の影響を受けて、
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移し、足下ではマイナス0.06％
程度で推移しました。

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの
推移＞
日銀による短期国債の買入れなどから、
国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りはマ
イナス0.1％を下回る水準で推移しました。
当作成期首は、短期国債の需給の引き締
まりからマイナス0.30％まで低下してい
ましたが、その後は徐々に上昇していき、
足下はマイナス0.15％程度で推移しまし
た。

優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型）
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優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型）
当作成期を通じて、円建の外国投資信託であるプリファード・セキュリティーズ・ファンド　
ＪＰＹクラス受益証券を高位に組み入れ、当作成期末における組入比率は98.8％としました。
また、マネー・プール　マザーファンド受益証券への投資も行いました。

プリファード・セキュリティーズ・ファンド　ＪＰＹクラス
米ドル建の優先株、優先リート、ＣｏＣｏｓに投資を行い、保有する米ドル建資産について、
対円で為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減をはかりました。
ポートフォリオの構築にあたっては、投資対象銘柄ごとの発行条件や発行体の信用リスクの
分析等に基づくボトムアップ・アプローチと、マクロ分析による金利や信用リスクの市場見
通し等に基づくトップダウン・アプローチとを融合して銘柄選択を行いました。

資産別配分
資産別配分では、ＣｏＣｏｓの比率を優先株、優先リートと比較して高めとしました。

国・地域別配分
国・地域別配分では米国、英国の比率を高めとしました。

（ご参考）
資産構成
（2019年５月末時点）

比率
ＣｏＣｏｓ 42.3％
優先株 30.4％
優先リート 24.0％
キャッシュ等 3.3％

※比率は投資先ファンドの純資産総額対比です。

（注）当記載は、プリファード・セキュリティーズ・ファンドの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したものです。

優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型）
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優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型）

マネー・プール　マザーファンド
わが国のコール・ローンおよびＣＰ現先取引等への投資を通じて、安定した収益の確保およ
び適正な流動性の保持をめざした運用を行いました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の通りと
させていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に
留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第50期

2018年12月14日～
2019年１月15日

第51期
2019年１月16日～
2019年２月13日

第52期
2019年２月14日～
2019年３月13日

第53期
2019年３月14日～
2019年４月15日

第54期
2019年４月16日～
2019年５月13日

第55期
2019年５月14日～
2019年６月13日

当期分配金
（対基準価額比率）

25
（0.263％）

25
（0.259％）

25
（0.256％）

25
（0.254％）

25
（0.255％）

25
（0.253％）

当期の収益 25 25 23 21 14 19

当期の収益以外 － － 1 3 10 5

翌期繰越分配対象額 487 492 490 487 476 471

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型）
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優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型）

優先証券プラス・オープン　為替
ヘッジありコース（毎月決算型）
今後の運用方針
引き続き、円建の外国投資信託であるプ
リファード・セキュリティーズ・ファン
ド　ＪＰＹクラス受益証券を主要投資対
象とします。また、マネー・プール　マ
ザーファンド受益証券へも投資を行いま
す。

プリファード・セキュリティーズ・
ファンド　ＪＰＹクラス
運用環境の見通し
優先証券は相対的に高い利回りや信用リ
スクの改善、スプレッドの更なる縮小の
可能性等から、引き続き投資家にとって
魅力的であると考えています。米中の貿
易を巡る対立や、米国の金融政策の動向
等が債券市場の変動要因になると考えま
すが、相対的に高い利回りを求める市場
参加者の需要等から優先証券は底堅く推
移するとみています。また、トランプ政
権が掲げる減税や金融規制緩和政策など
は金融機関の収益性を高めることにつな
がり、優先証券市況のサポート要因にな
ると考えます。

今後の運用方針
米ドル建の優先株、優先リート、ＣｏＣ
ｏｓに投資を行い、保有する米ドル建資
産について、原則として対円で為替ヘッ
ジを行い、為替変動リスクの低減をはか
ります。
ポートフォリオの構築にあたっては、投
資対象銘柄ごとの発行条件や発行体の信
用リスクの分析等に基づくボトムアッ
プ・アプローチと、マクロ分析による金
利や信用リスクの市場見通し等に基づく
トップダウン・アプローチとを融合して
銘柄選択を行います。主として相対的に
高い利回りが期待される優先株、優先
リート、ＣｏＣｏｓに分散して投資し、
ポートフォリオのリスクをコントロール
しながら、高水準のインカムゲインの獲
得を目指します。

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型）
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優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型）

マネー・プール　マザーファンド
運用環境の見通し
物価は緩やかに上昇していくと予想して
いますが、日銀の物価目標である２％に
は届かないと思われます。したがって、
今後も金融緩和政策が継続すると想定さ
れることから、短期金利は低位で推移す
ると予想しています。

今後の運用方針
わが国の国債や短期国債（国庫短期証
券）現先取引、コール・ローンおよびＣ
Ｐ現先取引等への投資を通じて、安定し
た収益の確保や常時適正な流動性の保持
をめざした運用を行う方針です。

優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型）
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優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型）

2018年12月14日～2019年６月13日

１万口当たりの費用明細

項目
第50期～第55期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 59 0.609 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (21) (0.215) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (36) (0.377) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (2) (0.016) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 1 0.005 (ｂ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (1) (0.005) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 60 0.614

作成期中の平均基準価額は、9,672円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型）
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優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型）

○売買及び取引の状況 (2018年12月14日～2019年６月13日) 

 

 

銘 柄 
第50期～第55期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
プリファード・セキュリティーズ・ファンド 
ＪＰＹクラス 

0.172 1,685 1 12,300  
 

（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年12月14日～2019年６月13日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2018年12月14日～2019年６月13日) 

作成期首残高(元本) 当作成期設定元本 当作成期解約元本 作成期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
10 － － 10 商品性を適正に維持するための取得 

 

○組入資産の明細 (2019年６月13日現在) 

 

銘 柄 
第49期末 第55期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

プリファード・セキュリティーズ・ファンド ＪＰＹクラス 10 9 96,459 98.8 

合 計 10 9 96,459 98.8 
 

（注） 比率は優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型）の純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
第49期末 第55期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・プール マザーファンド 9 9 9 
 
 
  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型）

○投資信託財産の構成 (2019年６月13日現在) 

項 目 
第55期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 96,459 98.5 

マネー・プール マザーファンド 9 0.0 

コール・ローン等、その他 1,502 1.5 

投資信託財産総額 97,970 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第50期末 第51期末 第52期末 第53期末 第54期末 第55期末 

2019年１月15日現在 2019年２月13日現在 2019年３月13日現在 2019年４月15日現在 2019年５月13日現在 2019年６月13日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 103,533,225   104,913,258   106,127,768   107,103,006   106,841,537   97,970,188   

 コール・ローン等 1,950,742   1,566,180   1,192,607   821,279   2,031,235   1,501,085   

 投資信託受益証券(評価額) 101,572,485   103,337,080   104,925,163   106,271,730   104,800,305   96,459,106   

 マネー・プール マザーファンド(評価額) 9,998   9,998   9,998   9,997   9,997   9,997   

(B) 負債 384,714   373,758   371,516   390,201   372,742   352,256   

 未払収益分配金 271,941   271,942   271,942   271,943   271,943   247,820   

 未払信託報酬 111,789   100,934   98,707   117,230   99,922   103,534   

 未払利息 3   2   －   1   1   2   

 その他未払費用 981   880   867   1,027   876   900   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 103,148,511   104,539,500   105,756,252   106,712,805   106,468,795   97,617,932   

 元本 108,776,663   108,776,890   108,777,114   108,777,337   108,777,514   99,128,191   

 次期繰越損益金 △  5,628,152   △  4,237,390   △  3,020,862   △  2,064,532   △  2,308,719   △ 1,510,259   

(D) 受益権総口数 108,776,663口 108,776,890口 108,777,114口 108,777,337口 108,777,514口 99,128,191口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,483円 9,610円 9,722円 9,810円 9,788円 9,848円 
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優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第50期 第51期 第52期 第53期 第54期 第55期 

2018年12月14日～ 
2019年１月15日 

2019年１月16日～ 
2019年２月13日 

2019年２月14日～ 
2019年３月13日 

2019年３月14日～ 
2019年４月15日 

2019年４月16日～ 
2019年５月13日 

2019年５月14日～ 
2019年６月13日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 342,871   342,056   267,530   259,555   255,642   217,835   

 受取配当金 342,896   342,121   267,560   259,584   255,659   217,943   

 支払利息 △       25   △       65   △       30   △       29   △       17   △      108   

(B) 有価証券売買損益 1,737,053   1,422,474   1,320,523   1,086,982   △  127,084   728,087   

 売買益 1,737,053   1,422,474   1,320,523   1,086,983   －   740,858   

 売買損 －   －   －   △        1   △  127,084   △   12,771   

(C) 信託報酬等 △  112,770   △  101,814   △   99,574   △  118,257   △  100,798   △  104,434   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,967,154   1,662,716   1,488,479   1,228,280   27,760   841,488   

(E) 前期繰越損益金 △7,910,420   △6,215,207   △4,824,433   △3,607,896   △2,651,559   △2,638,874   

(F) 追加信託差損益金 587,055   587,043   587,034   587,027   587,023   534,947   

 (配当等相当額) (  1,567,498)  (  1,567,509)  (  1,567,520)  (  1,567,531)  (  1,567,540)  (  1,428,499)  

 (売買損益相当額) (△  980,443)  (△  980,466)  (△  980,486)  (△  980,504)  (△  980,517)  (△  893,552)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △5,356,211   △3,965,448   △2,748,920   △1,792,589   △2,036,776   △1,262,439   

(H) 収益分配金 △  271,941   △  271,942   △  271,942   △  271,943   △  271,943   △  247,820   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △5,628,152   △4,237,390   △3,020,862   △2,064,532   △2,308,719   △1,510,259   

 追加信託差損益金 587,055   587,043   587,034   587,027   587,023   534,947   

 (配当等相当額) (  1,567,498)  (  1,567,509)  (  1,567,520)  (  1,567,531)  (  1,567,540)  (  1,428,499)  

 (売買損益相当額) (△  980,443)  (△  980,466)  (△  980,486)  (△  980,504)  (△  980,517)  (△  893,552)  

 分配準備積立金 3,740,842   3,791,214   3,770,024   3,734,836   3,617,737   3,242,787   

 繰越損益金 △9,956,049   △8,615,647   △7,377,920   △6,386,395   △6,513,479   △5,287,993   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 
＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 108,776,433円 

作成期中追加設定元本額 1,259円 

作成期中一部解約元本額 9,649,501円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.9848円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は1,510,259円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2018年12月14日～ 
2019年１月15日 

2019年１月16日～ 
2019年２月13日 

2019年２月14日～ 
2019年３月13日 

2019年３月14日～ 
2019年４月15日 

2019年４月16日～ 
2019年５月13日 

2019年５月14日～ 
2019年６月13日 

費用控除後の配当等収益額 324,287円 322,314円 250,752円 236,755円 154,844円 193,784円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 1,567,498円 1,567,509円 1,567,520円 1,567,531円 1,567,540円 1,428,499円 

分配準備積立金額 3,688,496円 3,740,842円 3,791,214円 3,770,024円 3,734,836円 3,296,823円 

当ファンドの分配対象収益額 5,580,281円 5,630,665円 5,609,486円 5,574,310円 5,457,220円 4,919,106円 

１万口当たり収益分配対象額 512円 517円 515円 512円 501円 496円 

１万口当たり分配金額 25円 25円 25円 25円 25円 25円 

収益分配金金額 271,941円 271,942円 271,942円 271,943円 271,943円 247,820円 

 

  



品 名：03_90003_148173_055_02_優先証券プラス・オープン為替ヘッジありコース（毎月決算型）_777131.docx 

日 時：2019/7/23 11:34:00 

ページ：14 
 

― 14 ― 

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第50期 第51期 第52期 第53期 第54期 第55期 

１万口当たり分配金（税込み） 25円 25円 25円 25円 25円 25円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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